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Occurrence of rice damping—off and chemical control on seedling cace.

Shiro Sarto and Tokuya TEZUKA

Summary

The present paper deals with the occurrence and chemical control of daming—off of
rice seedling by Pythium sp.
1. Outbreak of damping—off of rice seedling by Pythium sp. was observed after thee
seedling were kept under the low temperature condition.
The outbreak of damping—off increased as the temperature became lower.
Damping—off-occurred 2 ~ 3 days after the seedlings were kept at 5 C for 6 hr.
2 When we applied the low temperature treatment on 12 days old and older plants, the
damping—off occurred rapidly, but did not occur on younger seedlings.
3 In the seedlings raised in the cold season, the leaf length was very short by the
attack of Pythium sp. and the second leaf was almost the same length as the first leaf.
It looked like dwarf plants, and the root length was also.
4 The outbreak of damping—off can be reduced by pouring the following chemicals
into the seedling bed soon after the low temperature treatment; echlomezole or iso -
prothiolane emulsion, copper chloride wettable powder, benomyl and thiram w. p
5 Applications of echlomezol dust or metalaxyl vgranular into the bed soils at seedling
time, and isoprothiolane granular at the first leaf greening stage are very effective to

prevent the occurrence of the damping—off.




栃木農試研報晦29：61〜68（1983）

1『γ翻σm　SP．菌による稲苗立枯病の発生と防除

斉藤司朗・手塚徳彌

　　　　　　　1　緒　　言

　栃木県では，稲の箱育苗は，1968年以後急速

に普及し，1970年代に水稲作付面積の大半をし

めるようになったが，以前の水苗代，保温折衷

苗代などに比べは種密度が高く，気象的変動に

より苗の障害が発生しやすい．この苗の障害の

中には苗の立枯れ症状が最も多く，数多くの防

除試験が実施された．現在では，ヒドロキサゾー

ル剤とTPN剤の粉剤の床土土壌混和処理が立

枯病に防除効果が高いことから，広く普及して

いる．しかし，最近では，これらの農薬を土壌

混和しても，気象変動が多く天候が悪い低温の

後に苗の立枯症状が多発し問題となっている．

この症状を一般にムレ苗と称しているが，この

ムレ苗症状株から病菌を分離するとP舛んロm

属菌が非常に高率に分離される．すでに坂井ら

は，P亘痘um属菌が畑苗代のムレ菌の原因菌

であることを明らかにしている10）が箱育苗で

の．P郵

hfum属菌による立枯病の症状とムレ苗

の症状は非常に似ている．P舛hfロm菌による

立枯病の報告は茨木の報告がある程度で，箱育

苗のムレ苗とPy‘んロm菌の関係やP亘ゐfum菌

での立枯病の発生態や防除法についての体系的

研究が少ない．そこで，箱育苗の苗立枯病を防

止することが急務と考え，1980年から1982年ま

で3年間育苗中の低温条件，培土の種類並びに

薬剤による防除効果を検討してきたが，一応の

成果をえたので報告する．

　　n　低温条件と発病（1980〜82年）

　育苗中の低温条件は苗立枯病の発病要因と考

えられるので，2〜7℃の低温処理時間及び低

温遭遇時期との関係を検討した．

　（1）材料及び方法

　供試品種は初星，低温処理はは種13日後に行

い，処理温度は2，5，7℃とし，処理時間は

6，12，24，48時間とした．また発病が起る可

能性が少ない区として，ヒドロキシイソキサ

ゾール剤とメタラキシル剤の混合剤を土壌混和

した区を設けた．また，対照区では，最低気温

13℃に管理されたハウスで育苗した．

　低温遭遇時期試験では，低温処理はは種3，

6，9，12，15，18，21日後の苗に各々1回の

み行った．

　は種を3日間隔に行い，最低温度13℃に設定

したガラス室で管理した後，低温処理を5月2

〜5日まで，48時間，5℃とした．

　これら二つの試験条件は次のとおりである．

は種量は100g／箱であり，施肥は箱当たりN

…1。6g，P205…1．6g，K20…1．6gと

した。供試土壌は表層多腐植質黒ボク土（pH

5．6）である．供試土壌は滅菌処理した．病菌接

種は黒ボク土：フスマ＝1：1の割合いで混合

した培地で培養したPyごhfum　SP．菌を黒ボク

土と1二20容の割合に混合した．は種，発芽及

び育苗の初期管理は慣行とした．

　調査方法は，発病本数（萎ちょう又は枯死し

た茎）を調査し，発病面積率を算出した．

　（2）結　　果

　苗立枯病の急性萎ちょう症状は2℃及び5℃

の低温処理区で認められ，2℃では低温処理時

間が長くなるほど発病が多くなった．5℃では

処理時問による発病の差はあまりみられなかっ

た．7℃では萎ちょう又は枯死症状はみられな
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